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Abstract: In recent years, the Tokyo Metropolitan Government has been exploring new forms of boat transportation. The purpose of 
this study is to organize the current status of the boat transportation business in Tokyo. The results showed that the number of users 
tends to increase when there are destination facilities such as tourist attractions and restaurants behind boat landing sites. Based on 
this finding, it is considered necessary not only to develop the landing sites independently, but also to develop them based on the 
characteristics of the areas behind them, and to operate them in cooperation with the public and private sectors.  
 
１． はじめに 

近年，東京都では身近な観光及び交通手段として舟

運を定着させ，水辺の賑わいを創出することを目的に，

2016 年度から取り組みが進められており，2019 年には

「真夏のらくらく舟運通勤注 1)」などの社会実験を展開

しながら新しい舟運のあり方が模索されている．また，

「隅田川等における未来に向けた水辺整備のあり方」

では，公民連携の推進により，船着場単体を整備する

だけではなく行政と民間が連携して，船着場と背後地

を一体的に整備していくことが，今後の舟運事業の活

発化に繋がると指摘している［1］．こうした動向の中，

両国船着場では，船着場背後に宿泊施設や水上バスの

待合所などの複合施設が設置されるなど，船着場と背

後地の一体的な整備が展開され始めている．こうした

状況を鑑みると，船着場とその背後地の施設整備及び

土地利用の実態を踏まえた上で，船着場の利用状況を

評価する必要があると考える． 
そこで本研究では，東京都公園協会が管理する船着

場に着目し，船着場と背後地の整備状況を把握するこ

とで，東京都における舟運事業の現状を整理すること

を目的とする． 
２． 調査概要 

Table1 に調査概要，Fig1 に東京都公園協会が管理す

る船着場 30 ヶ所を示す．まず，各船着場の整備・管理

主体である東京都建設局，東京都港湾局，東京都公園

協会に船着場の利用状況について電話でのヒアリング

調査を行なった．次いで，背後地の土地利用について

インターネット調査を行った． 
３． 船着場の利用状況 

Table2 に船着場の利用状況及び船着場の背後地の施

設機能，Fig2 に乗船者数のデータが得られた 18 ヶ所の  
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Table1．Survey outline 

Figure1．Area subject to investigation 
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船着場の利用状況を示す．各船着場の 6 年間の乗船者

数をみると，COVID-19 の影響により，2020 年度から

2021 年度の乗船者数は減少傾向にあるが，2022 年度は

微増に転じた．また，船着場によって乗船者数に大き

な差が生じていることがわかる．これは，定期便の発

着の有無によるものである．そのため，多くの船着場

は貸切便やイベント便などの一時的な利用にとどまっ

ており，日常的な利用がなされている船着場は一部に

限られていることが考えられる．また，乗船者数が多

い船着場として，お台場海浜公園船着場と浅草二天門

船着場などが挙げられるが，周辺に都市型観光施設や

庭園などが立地している．よって，船着場の背後地の

施設立地が乗船者数に影響を及ぼしていることが考え

られる． 
４． 船着場の背後地の土地利用 

船着場の背後の土地利用をみると，公園が 17 ヶ所

（56.6%）と最も多く，飲食店が 10 ヶ所（33.3%），商

業施設，宿泊施設が 3 ヶ所（共に 10.0%）と続く．ま

た， 乗船者数の多い船着場は，公園や飲食店，商業施

設が遊歩道などで一体的に整備が行われていることで

観光を目的とした舟運利用がされていることが窺える．  
乗船者数の少ない船着場の背後地は公園程度の利用

となっている．そのため，背後地が公園や住居施設，

オフィスビルといった利用者にとって観光の目的地に

なりにくい場所に位置する船着場の場合は，背後施設 
のつながりがないため，舟運利用につながっていない 
ことが考えられる． 

 

５． おわりに 

本研究では，東京都公園協会が管理する船着場 30ヶ

所を対象に，船着場の利用状況及び背後地の土地利用

の傾向を整理した．その結果，乗船者数の多い船着場

周辺は公園や飲食店，商業施設などが立地しているだ

けでなく，一体的な整備が行われていることから，背

後施設への来訪手段として舟運利用がされていた． 

以上より，日常的な舟運利用を促すためには，船着

場単体を整備するだけでなく，背後地の特徴を踏まえ

て一体的な整備を行う必要があり，整備後は，船着場

と背後に位置している観光地や飲食店，商業施設など

と連携し，公民連携による管理・運営を行っていく必

要があると考える． 
参考文献・補注 

注 1)東京都が日常の移動手段として舟運の可能性を検

討するために行った社会実験である． 
[1] 東京都建設局：「隅田川等における未来に向けた水

辺整備のあり方」，pp.38，2014 

Table2．Usage of the landing area and facility functions in the rear area 

Figure2．Annual number of passengers at each landing site 
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